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研究成果の概要（和文）：本研究では、①非農家子弟の農業参入や定年退職者に代表される高齢

者の帰農、Uターン、Iターン就農、②既に農業に従事している者による関連事業（農産物加工

や販売など）への事業展開、③農村女性の活動範囲の拡大、などに着目し、その行動原理を解

明するための理論的枠組みを「キャリア・サイクル」、「ライフ・サイクル」という観点から構

築した。また、その成果を活用して、多様な農業者の多様な取り組みに対する支援のあり方に

ついて論じた。 

 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, we built the theoretical framework for solving 
the following problems, using the concept of “career cycle” and “life cycle”. 1) New 
entry to agriculture and elderly people's return to farming, 2) Business deployment in 
agriculture, 3) Rural women's activity, etc. Furthermore, we also examined the supporting 
system to a farmer's career development. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 急激な少子高齢化の進展、農業を取り巻く
環境条件の悪化、先行き不透明感などの様々
な要因が絡み合う中で、農業の担い手、後継
者不足が深刻な問題となってきている。 

こうした中で、多様な経路から農業に参入
する非農家世帯の新規就農者、I ターン、U
ターン就農する高齢者（定年退職者他）や他
産業での仕事を辞めて農業に参入する中高
年などが注目されている。また、従来は「就
農＝個別の農業経営を自ら起業すること」と
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いうイメージがあったが、近年では農業法人
への就職という形で農業に参入する者も増
えてきている。 

さらに、既存の農業者の中には、単なる農
産物生産の枠を超えて、農産物加工や各種関
連事業に取り組む者も出現してきている。特
に農村女性の起業は最近の大きなトピック
でもある。 

このような農業者の多様化、農業者が取り
組む事業の多様化などを統一的に扱うため
の理論構築とそれを用いた実証研究、さらに
そうした農業者の支援のあり方を論じるた
めの枠組みの提示と活用が、今後の農業の担
い手問題を論じるためには必須であると考
えられた。 
 
２．研究の目的 
 
 こうした背景を受け、本研究では以下の諸
点を研究目的とした。 
 
（1）農業における人的資源開発を「キャリ
ア・サイクル」という新たな概念・枠組みか
ら捉え直すための理論的枠組みを構築する
こと。 
 
（2）農村という環境を基礎とした農業とい
う産業において個人のキャリアが個人のラ
イフ・サイクルをベースにどのように開発・
形成され、それが個別農業経営や地域農業の
発展とどのように関連し、どのように活用さ
れていくのかを、個別のキャリアに焦点を当
てつつ理論的・実践的に明らかにすること。 
 
（3）新規参入者に関しては、職業として農
業を選択し、就農準備を経て就農・自立して
いくまでの過程を非農家子弟と農家子弟に
分け、そこに存在する就農行程やビジネス・
モデルの差を重視して考察し、他産業への就
職と比較した就農の特殊性やビジネスとし
て成功するための条件を明らかにすること。 
 
（4）他産業に従事していた者が就農した場
合に、前職で培ってきたキャリアが農業にど
のように活かされるのか、それはどのような
スキルであり、どのような条件下で実現する
のかを探ること。 
 
（5）農業に従事している者が関連産業に事
業展開しようとする際に、必要となるスキル
や技能はいかなるものであるのか、それをど
のようにして習得すべきであるのかを方向
づけること。 
 
（6）定年帰農者や高齢者の就農に関し、い
わゆるライフスタイル型就農が地域農業へ
如何なる形で貢献出来るのかをファイナ

ル・キャリアという要素も加味しつつ、明ら
かにすること。 
 
（7）個人のキャリア開発・形成における民
間や公的な支援方策についても、その論理や
具体的なあり方について明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
 
（1）本研究の特色は、就農や農業関連事業
への職域の拡大を「キャリア」、「キャリア・
サイクル」というこれまでにない視角から捉
えることになる。そこで、文献研究を中心と
した理論的・演繹的な研究と実態調査から得
られる情報やデータの分析・解釈という帰納
的な研究方法を組み合わせることで課題・目
的への接近を試みた。 
 
（2）理論面では、一般経営学、一般経済学、
人材開発論、キャリア論などの領域において
キャリア開発・形成、キャリア活用がどのよ
うに論じられているかを整理し、それを農業
分野で援用可能な形にモディファイするこ
とに取り組んだ。 
 
（3）実証面では全国各地で展開しているユ
ニークな事例（新規就農者の受け入れ事例、
既存農業者による業務拡大や六次産業化、農
村女性による起業、高齢者が支える組織的な
農産物生産、就農をサポートする取組みや各
種支援団体等）への実体調査を積極的に行い、
ヒアリングや資料収集に努めた。 
 
（4）理論研究から得られた新たな知見を事
例の実態に照らし合わせて試しながら精緻
化することで、「農業キャリア論」、「農業キ
ャリア支援論」とでもいうべき領域の理論的
枠組みを構築した。そして、さらにその成果
を援用した実証分析を試み、農業分野におけ
るキャリア開発やキャリア支援のあり方に
接近した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の主な成果、社会的な貢献は以下の
ようなものである。 
 
（1）農業者の就農、定着、成熟、発展（他
関連部門への拡張も含む）という一連のプロ
セスを「ジョブ・エントリー」、「基礎訓練」、
「キャリア・アップ（専門技能の拡充）」、「キ
ャリア・シフト」といった観点から捉えなお
すための理論的な枠組みと方法論を構築・提
示した。 
 
(2)特に、農業の場合、ジョブ・エントリー
が独特であることを示した。通常の企業であ



 

 

るならば、入社し、仕事に就いてから基礎訓
練が行われる（社内研修など）が、農業の場
合、実際に就業する以前の段階で一定程度以
上の訓練が行われていなければならない（生
計維持という観点から）ことを農業経営の経
営的な特殊性から導出した。 
 
（3）そのために、いわゆる農業法人におけ
る研修事業やインターンシップといった就
農支援制度が必須であることを提示した。そ
して、こうした支援は農業の現場と農業を志
す者のマッチングを確認するためのリアリ
ティテストとしても有効であることがわか
った。 
 
（4）また、これとは別の形態の支援として、
就農後、一定期間の資金援助が欠かせないこ
と、家族で就農する者に対しては住宅や住環
境に関する情報提供支援が非常に大きな意
味を持つこと示した。 
 
（5）農外からの新規就農者（若年層、定年
退職者、離農就農者等を含む）に関しては、
ジョブ・エントリーに際し、集落社会へのエ
ントリーが必須の条件であることを明らか
にした。この点は、農業生産がいわゆる「ム
ラ社会」で行われることに起因する特別な事
柄であり、単に技術的な支援や起業時の資金
的な支援とは別に、「集落にエントリーする」
ための社会的・精神的な支援が欠かせないこ
とがわかった。 
 
（6）従来、農業経営の経営発展は経営者能
力論の分脈で語られることが多かったが、そ
れをキャリア・サイクルという観点から捉え
なおすことで、各種のスキルアップやキャリ
ア形成の各段階を個人のライフ・サイクルと
いかにして（時期的、資金的に）すり合わせ
ていくのかが重要な意味を持つことを再認
識することができた。 
 
（7）本研究で構築した理論的なフレームワ
ークを活用して、新規参入者、高齢就農者、
離職就農者、農村女性、他事業に展開してい
る農業者などの行動原理を整理しなおした。
これにより、これまで個々別々に論じられて
きた多様な農業者の行動や成長等を一連の
統一的な視覚から分析することが可能にな
ったと考えている。 
 
（8）個人がキャリアを形勢・開発していく
キャリア・サイクルを個人のライフ・サイク
ルと絡めつつ理解することで、それら各段階
において如何なる支援策が必要となるのか、
それは誰がどのようなタイミングで行うべ
きであるのかを明らかにすることができた。
また、そのことの妥当性、正当性に関する論

点を提示した。 
 
（9）本研究で得られた成果を出発点として、
今後「農業キャリア論」、「農業キャリア支援
論」という新たな研究領域が生成・展開して
いく可能性が高まったといえる。本研究はそ
の礎石としての意味を有するものと確信し
ている。 
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